
令 和 ７ 年 度  事 業 計 画  

 

 

基 本 方 針  

我 が 国 は 、 急 速 な 人 口 減 少 ・ 超 高 齢 化 が 進 展 し て い る 。 令 和

６ 年 版 高 齢 社 会 白 書 に よ れ ば 、令 和 ５ 年 1 0 月 １ 日 現 在 、総 人 口

は 1 億 2 , 4 3 5 万 人 、 6 5 歳 以 上 人 口 は 3 , 6 2 3 万 人 と な り 、高 齢 化

率 が 2 9 . 1％ に 達 し て い る 。 総 人 口 が 減 少 す る 中 で 6 5 歳 以 上 の

人 口 が 増 加 す る こ と に よ り 高 齢 化 率 は 上 昇 を 続 け 、令 和 1 9 年 に

は 3 3 . 3％ に 達 す る と 推 計 さ れ て い ま す 。  

 

企 業 は 、「 定 年 制 の 廃 止 」、「 定 年 の 引 上 げ 」、「 継 続 雇 用 制 度 の

導 入 」の い ず れ か の 措 置 を 6 5 歳 ま で 講 じ る 雇 用 確 保 の 義 務 に 加

え 、「 高 年 齢 者 等 の 雇 用 の 安 定 等 に 関 す る 法 律 」 の 改 正 に よ り 、

7 0 歳 ま で の 就 業 機 会 の 確 保 が 努 力 義 務（ 令 和 ３ 年 ４ 月 施 行 ）と

し て 課 せ ら れ て い ま す 。  

こ う し た 社 会 情 勢 の 中 に あ っ て 、 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー は 、

地 域 の 高 齢 者 が 働 く こ と を 通 じ て 地 域 に 貢 献 し 、 生 き が い の 充

実 等 を 図 る 場 と し て 重 要 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。  コ ロ ナ 禍 が

明 け て も 会 員 の 減 少 が 続 く 中 、 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー が 今 後 も

そ の 役 割 を 推 進 し て い く た め 会 員 の 拡 大 と 安 全 就 業 に 取 り 組 ん

で ま い り ま す 。  

 

令 和 ７ 年 ４ 月 か ら 、「 公 益 社 団 法 人 及 び 公 益 財 団 法 人 の 認 定 等

に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 」（ 以 下 「 改 正 公 益 認 定 法 」

と い う 。）が 施 行 さ れ 、新 公 益 法 人 制 度 が ス タ ー ト す る 。 ① 財

務 規 律 の 柔 軟 化 ・ 明 確 化 、 ② 行 政 手 続 の 簡 素 化 ・ 合 理 化 、 ③ 自

律 的 な ガ バ ナ ン ス の 充 実 、 透 明 性 の 向 上 、 が 改 正 の ポ イ ン ト と

な り ま す 。  特 に 影 響 が 大 き い 改 正 が 、 収 支 相 償 か ら 中 期 的 収

支 均 衡 （ ５ 年 ） と な る こ と で す 。  法 令 を 遵 守 し 、 新 公 益 法 人

制 度 に 適 切 に 対 応 し て ま い り ま す 。  

 

厚 生 労 働 省 か ら 、令 和 ５ 年 1 0 月 、シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー に お

け る 契 約 方 法 の 見 直 し に 関 す る 基 本 方 針 が 示 さ れ て い ま す 。  



県 内 各 市 町 村 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の 動 向 に 注 視 し な が ら 対 応

を す す め て ま い り ま す 。  

 

 

重 点 事 項  

（ １ ） 会 員 の 確 保 （ 新 規 入 会 者 促 進 ）  

（ ２ ） 安 全 ・ 適 正 就 業 の 推 進  

（ ３ ） 地 域 社 会 へ の 貢 献 と 普 及 啓 発 活 動 の 推 進  

（ ４ ） 就 業 機 会 の 確 保  

（ ５ ） 適 正 な 事 務 ・ 事 業 の 執 行  

 

 

実 施 計 画  

（ １ ） 会 員 の 確 保 （ 新 規 入 会 者 促 進 ）  

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー が こ れ か ら も 地 域 の 期 待 に 応 え 、 ま た

多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し て い く た め 、 会 員 の 確 保 が 必 要 不 可 欠 と

な る 。 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の 理 念 を 理 解 し 、 健 康 で 働 く 意 欲

の あ る 会 員 の 豊 か な 経 験 と 知 識 を 地 域 社 会 に 活 か せ る よ う 会 員

の 入 会 促 進 に 取 り 組 む 。  

 

① 会 員 募 集 の Ｐ Ｒ 活 動 の 実 施  

② 口 コ ミ で 近 隣 、 知 人 、 就 業 先 で の 勧 誘  

③ 入 会 説 明 会 で の セ ン タ ー の 目 的 ・ 趣 旨 の 十 分 な 周 知  

④ 市 ホ ー ム ペ ー ジ 等 で の 入 会 案 内  

⑤ 各 種 イ ベ ン ト 等 で の 勧 誘 チ ラ シ の 配 布  

 

（ ２ ） 安 全 ・ 適 正 就 業 の 推 進  

就 業 に つ い て は 、 各 会 員 の 能 力 等 に 合 っ た 仕 事 を 通 じ て 、 健

康 ・ 生 き が い ・ 社 会 参 加 を 安 全 に 遂 行 で き る よ う に す る こ と が

重 要 な 課 題 で す 。  

 毎 年 、 多 数 の 事 故 が 発 生 し て い る に も か か わ ら ず 、 事 故 が 減

ら な い の は 、「 自 分 に は 関 係 な い 」「 自 分 は 大 丈 夫 」 と い う 思 い

込 み 、 最 終 的 に は 事 務 局 が 対 応 す る と い う 考 え か ら の 不 注 意 が

起 因 と な っ て い る と 考 え る 。  



 常 に 安 全 対 策 を 意 識 し 、 事 故 等 は 自 分 だ け で な く 相 手 に も つ

ら い 思 い を さ せ て し ま う こ と を 忘 れ ず に 、 安 全 意 識 の 向 上 ・ 啓

発 を 図 っ て ま い り ま す 。  

 

① 事 故 の 未 然 防 止 の た め 、 安 全 就 業 基 準 の 遵 守  

② 発 生 事 故 の 検 証 ・ 分 析 を 行 い 、 対 策 を 講 じ る  

③ 安 全 パ ト ロ ー ル の 実 施 と 違 反 事 項 に 対 す る 指 導 の 徹 底  

④ 安 全 就 業 対 策 委 員 会 の 実 施 と 会 員 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク   

⑤ 受 注 時 に お け る 危 険 作 業 （ 高 所 、 重 量 物 、 単 独 作 業 等 ） の  

排 除 や 会 員 の 適 性 に 応 じ た 仕 事 の 紹 介  

⑥ 高 齢 会 員 へ の 健 康 状 態 の 確 認  

⑦ 班 単 位 の 就 業 場 所 に お い て は 、 リ ー ダ ー を 選 任 し 、 会 員 間  

 で の 意 思 疎 通 と 相 互 の 注 意 を 実 施  

⑧ 就 業 に か か る 接 客 能 力 の 向 上 、 改 善 を 図 る た め 、 マ ナ ー 等  

に 関 す る 説 明 会 の 実 施  

⑨ 就 業 規 約 に 抵 触 や 就 業 場 所 に 対 し 不 適 応 な 会 員 へ の 注 意 喚  

起 と 就 業 替 え 提 案 の 実 施  

 

（ ３ ） 地 域 社 会 へ の 貢 献 と 普 及 啓 発 活 動 の 推 進  

セ ン タ ー の 目 的 や 事 業 内 容 を 広 く 周 知 す る と と も に 、 公 益 社

団 法 人 の 目 的 の 一 環 と し て 、 地 域 行 事 へ の 協 力 や 地 域 に 根 差 し

た 社 会 貢 献 活 動 を 推 進 し ま す 。  

 

① 普 及 啓 発 月 間 や 機 会 が あ れ ば 、 セ ン タ ー 事 業 の Ｐ Ｒ や 社 会  

的 意 義 を 広 め 、 地 域 と の 連 携 を 図 る 事 業 を 実 施  

② 地 域 社 会 に 密 着 し た 公 益 活 動 の 一 環 と し て ボ ラ ン テ ィ ア 活  

動 を 実 施 し 、 セ ン タ ー 事 業 や 内 容 に つ い て 啓 発 活 動 を 行 う  

③ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 事 務 局 か ら 提 供 す る 情 報 に よ り 、 会  

員 自 身 の 意 識 改 善 や 意 欲 向 上  

 

（ ４ ） 就 業 機 会 の 確 保  

就 業 機 会 の 確 保 と 現 在 の 就 業 の 継 続 、 セ ン タ ー 事 業 の Ｐ Ｒ 活

動 を 積 極 的 に 行 っ て ま い り ま す 。  

ま た 、 近 年 増 加 し て い る 派 遣 事 業 で は 、 比 較 的 安 定 し た 契 約



を 維 持 で き て い る こ と か ら 、 派 遣 会 員 の 拡 大 と 新 た な 派 遣 先 の

開 拓 は セ ン タ ー 経 営 の 安 定 に 寄 与 す る も の と 考 え ら れ る た め 、

派 遣 事 業 拡 大 に 向 け た 活 動 を 推 進 す る 。  

 

① 行 事 参 加 時 な ど に お け る Ｐ Ｒ 活 動 の 実 施   

② 口 コ ミ に よ る 近 隣 、 知 人 等 へ の 営 業 活 動  

③ ロ ー テ ー シ ョ ン 就 業 の 推 進 と 就 業 時 間 制 限 の 遵 守  

④ 随 時 の 個 人 就 業 相 談 、 求 人 一 覧 表 の 活 用 及 び 促 進  

⑤ 役 職 員 の 連 携 に よ る 新 規 開 拓 、 得 意 先 へ の 営 業 活 動 の 展 開  

⑥ 新 規 分 野 進 出 の た め の 調 査 、 研 究 等 の 実 施  

⑦ 行 政 機 関 や 公 的 団 体 等 と の 連 携 ･協 力 お よ び シ ル バ ー 派 遣  

事 業 の 活 用 に よ る 就 業 機 会 の 確 保  

 

（ ５ ） 適 正 な 事 務 ・ 事 業 の 執 行  

公 益 社 団 法 人 と し て 法 令 の 遵 守 と 法 人 運 営 に 関 わ る 業 務 の 適

正 化 と 効 率 化 を 推 進 し 、 健 全 経 営 が 継 続 で き る よ う 円 滑 な 事 務

の 執 行 に 努 め て ま い り ま す 。  

 

① 個 人 情 報 の 保 護 、 守 秘 義 務 徹 底 及 び 規 程 に 則 っ た 文 書 管 理  

② 研 修 会 等 を 通 じ て 事 業 運 営 に 必 要 な 知 識 の 習 得 や ス キ ル ア  

 ッ プ に 努 め る  

③ 効 率 的 か つ 効 果 的 な 事 業 の 運 営 や 財 政 の 健 全 化 に 努 め 、 公  

益 社 団 法 人 と し て 適 正 な 事 務 の 遂 行  

④ 新 規 事 業 ・ 独 自 事 業 実 施 の 際 は 、 法 令 や 手 法 、 他 セ ン タ ー  

で の 事 例 調 査 な ど 十 分 な 研 究 を 行 う  

⑤ 資 産 や 備 品 の 購 入・リ ー ス 時 は 使 用 頻 度 や 効 率 性 を 調 査 し 、 

費 用 対 効 果 を 考 慮 す る 。  

 

 


